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銀河系中心の SgrA∗から届く電波は、星間プラズマの密度の不均一による散乱で位相が揺らぎ、その電波画像
の見かけ上の大きさや非対称性に影響を与える問題が知られている。そこで我々は、高空間周波帯で支配的にな
る屈折散乱も取り入れた星間散乱効果を見積もる方法を開発した (Johnson他, ApJ, 2018)。星間散乱は、位相を
変化させる薄い散乱スクリーンでモデル化できることが知られており、散乱スクリーンは電子密度変動のパワー
スペクトルで特徴づけられる。Johnson他では、1.3 mmから 30 cmまでの観測データと散乱スクリーンモデル
の比較を行い、SgrA∗の散乱カーネルを得た。230 GHz帯ではカーネルがガウシアンよりもコンパクトになり、
以前予想されていたよりも散乱効果が弱いことが分かった。東アジアVLBI観測網 (以下EAVN)を含む 7 mm帯
の観測データは散乱スクリーンのパラメターに厳しい制約を与え、内縁スケール長がおよそ 800 km、パワース
ペクトルの冪は β < 3.5であることが分かった。また、散乱効果を緩和した SgrA∗の構造はほぼ円に近いガウシ
アンであることが、EAVNの 22, 43 GHz帯 (Cho他, ApJ, 2022, 天文学会 2022年春季年会) およびグローバル
3mm VLBI アレイ (GMVA)の 86 GHz帯 (Issaoun他, ApJ, 2019, 2021)で確かめられた。
EHTコラボレーション論文 IIIでは、 Johnson他で得られた散乱スクリーンモデルに基づいて、星間散乱の影

響を緩和した場合と、緩和しない場合の両ケースで画像化をおこなって比較した。230 GHz帯では星間散乱の影
響は小さく、いずれの場合もリング形状の SgrA∗電波画像が得られた。


